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1． 基 本情報
留学先大学 バンドン工科大学（インドネシア）

協定留学プログラム １セメスター

留学期間 2023年8月～2023年12月
名前 M・Lさん

学部・学科・専攻 芸術学部　アートプロデュース表現領域

留学した時の学年 3年次

2.渡航について
利用航空会社 スクート、インドネシア・エアアジア、スーパーエアジェット

航空券手配方法 trip.com
大学の最寄り空港名 行き：BDOバンドン空港（現在閉鎖中）帰り：KJTクルチャチャティ空港
現地到着時刻 午前７:45
キャンパスへの移動手段 バイク、徒歩

移動所要時間 バイク5分　徒歩17分
空港からキャンパスへの移動の際の注意点などありましたら、以下へ明記お願いします。

gojekかgrabというアプリをいれてタクシーを頼むと安く行ける。

渡航前に済ませておくべき準備などありましたら、以下へ明記お願いします。

OVOというペイペイの様なアプリを入れると便利。

3.住居について
住居タイプ 学生寮

到着後すぐに居住入居できま
したか？

はい

部屋のタイプ １人部屋

住居を探した方法 大学からの案内

住居申し込み方法 大学からの案内のwhatsappのナンバーよりオーナーと直接やりとり。
１カ月の宿舎費 (現地通貨） 3000.000rp
注意点やアドバイスがあれば、以下へ明記お願いします。

・寮のリストにメールアドレスがあるが、基本連絡は取れない。whatsappだと連絡が取りやすい。
・エアコンのある部屋を契約したが、夜は涼しいので必要ない。
・実際に行ってみないとわからないが、casa harsaは洗濯、共同キッチンの掃除をしてくれるサービスがあった。無
い寮もある。

4.留学先オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に つい て
オリエンテーション有無 あったが、日程が何回も調整されて留学生たちが混乱していた。授業が始まっ

てから２週間後に行われた。

日程 2023年9月上旬
参加必須ですか？ 参加しなくてもいいが、そこで友達ができるので参加した方が良い。

5.授業について
履修登録はいつどのような形で行いましたか？ ネットで登録してたはずだったが、開いていない

授業もあったので現地で教授と直接登録しなおし
た。

履修科目・単位数は？ 科目によって異なるが、３〜１単位

ボリューム的にどうでしたか？ ちょうどよかった。
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6.履修科目詳細
履修学科名 Art and Design
①履修科目コース名 Comik
授業時間 120分
授業回数（週） 週1回
単位数 2
授業内容・課題・試験
について

漫画のクラス。前半は日本のマンガのテクニックの紹介や、海外、インドネシア国内の漫
画の紹介。最初の課題は人間以外のキャラクターの作成。中間課題は最終課題に向け
ての物語の構成を作る。最終課題は自分でオリジナル漫画を１２ページ作る。

②履修科目コース名 paper art technic
授業時間 120分
授業回数（週） 週１回

単位数 ２

授業内容・課題・試験
について

基本的な紙の作り方を学ぶ。紙を一からちぎって水でふやかし、ひろげて乾燥させパルプ
紙を作る。
最終課題は紙を使って一つ作品を作る。

③履修科目コース名 Bhasa rupe
授業時間 120分
授業回数（週） 週1回
単位数 2
授業内容・課題・試験
について

インドネシアのジョグジャカルタにある遺跡、ボロブドゥールの壁画について分析する。壁
画に描かれている人たちが何をしているのか、どの位の人物かを資料と教授の説明のも
と分析する。
授業がインドネシア語で行われかなりやりにくかったので、友達に助けてもらった。
最終課題は自分に割り振られた壁画一枚からアートワークを作る。（年によって最終課題
が違う）

③履修科目コース名 Ragam hias
授業時間 120分
授業回数（週） 週1回
単位数 2
授業内容・課題・試験
について

インドネシアの伝統的なオーナメントの授業。インドネシアのそれぞれの地域に見られる
布の柄などが紹介された。
グループを作り自分たちでそれぞれの地域で見られる模様のプレゼンをする。布の模様
以外に装飾品のオーナメント、像なども取り扱われた。
課題で実際に自分たちが模様を描く課題も出た。

③履修科目コース名 Batik
授業時間 120分
授業回数（週） 週1回
単位数 2



7.現地情報
（１）パソコン、携帯電話、インターネット（接続について）現地での利用はいかがでしたか？
【回答例】 キャンパス内では大学のWi-Fiを問題なく使用できました。キャンパス外では地方に行かない限り使用でき
ました。

大学ないwifiあり。外では通信量を使う必要がある。
インドネシアはギガがなくなったらコンビニですぐ買える。逆に日本の様な月額システムではなく、１ヶ月のあいだに６
gb使用でき、なくなったら自分の好きな期間、好きな量のギガを買う。
ただインドネシアのsimじゃないと携帯が使えないので空港に着いたらすぐsimを買うのがおすすめ。私が買った時
は最大３ヶ月分のものしか買えなかったので、それ以降は新たに買う必要がある。simとギガは別物。

（２）現地での支払い方法はどうしていましたか？
【回答例】 主にクレジットカード払い

おもにクレジットカード。海外対応のクレカを持って行ったが、使えないことがあるので現金は常に持ち歩くべき。ovo
というgrコード決済があるが、手数料がかかる。

（３）現地で現金での支払いが必要な時はありましたか？
【回答例】 はい、友達との食事代支払いの時に使用しました。

はい。クレジットカードが使えない時、ローカルな店に必要。

（４）現地での資金調達はどのように行いましたか？
【回答例】 ①クレジットカードを使用してATMで現金を調達しました。

②日本から現金を持って行ったので必要ありませんでした。

日本からドルを持って行ってそれをルピアに換金した。必要な時に必要な分だけmoney changerで監禁するのがお
すすめ。

（５）日本から現地通貨の現金を持って行かれましたか？　はいの場合、いくら位持っていかれましたか？
【回答例】 はい、￡１,０００位
いいえ。

（６）現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えてください。
【回答例】 日本の調味料

胃腸薬、日本の調味料はあるが、高い。友達やお世話になる人へのお土産。

8.留学体験記
（１）留学しようと決めた理由は？
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授業内容・課題・試験
について

バティックというインドネシアの伝統的染物の授業。どの様な技法で布が染められるか説
明された後に実際に自分たちで実践する。cantkという専用の道具と蝋で模様を描いた
り、スタンプに蝋をつけたりして模様を作る。日本の絞り染めも紹介された。
最終課題は習った技法の中から組み合わせたり選んだりしてバティックを１つ作る。

③履修科目コース名 Indonesia traditional interior
授業時間 120分
授業回数（週） 週1回
単位数 2
授業内容・課題・試験
について

インドネシアの伝統的な建築の授業。インドネシア国内で見られる住居の構造や、大学の
建物にも見られる建築技術を紹介された。日本の建物とはかなり異なる。熱帯地域独特
の建築技術。
校外学習があり村に行き村部との暮らしや建物の構造を学んだ。
最終課題はクラス全員で１つのジン（冊子）を作る



英語を勉強したかった。

（２）留学のためにした準備、しておけば良かったと思う準備はありましたか？

英会話

（３）この協定大学を選んだ理由は？

・自分の学部にITBの元教授が来てインドネシアについて紹介していて、興味を持った。
・授業が英語だったから、英検などの資格が必要ではなかったから。
・アジアに行ったことがなかったから。

（４）大学・学生の雰囲気はどんな感じでしたか？

インドネシア独特のすごくラフな雰囲気。生徒がとてもフレンドリーで友達ができ安く、楽しい。特に美術学部は生徒が
校舎でいつもくつろいでいる。よく声をかけてくれる。先生ともwhatsappで連絡先を交換するのでわからないことが
あったらすぐ聞ける。猫がたくさんいる。

（５）交友関係についてお聞かせください。

生徒は本当にみんな優しい。わからないことがあったり、困ったことがあれば助けてくれる。また、遊ぶ約束やご飯を
一緒に食べに行くと別の子がいるので友達ができやすい。仲良くなったらご飯や遊び、お出かけにも行った。とても優
しくていい人たちばかりで本当に助けられた。楽しかった。

（６）困ったこと、大変だったことがあればお聞かせください。

インドネシアに滞在するにあったってITASという在留visaの取得が大変だった。インドネシアの法律上そのvisaの取
得が遅れたり、帰国する時に取り消していないと尋問されるという説明を受けた。出さなくてはいけない書類も多くて
手間が多かった。学部長からの書類だけではなく、住んでいる地域の会長のサインが入ってる書類ももらわなくては
ならない。

（７）現地での学習内容・勉強についてお聞かせください。

課題が女子美より多いのでほぼ毎日宿題をしていた。学校だけではなく英語の勉強も習慣になったので自分的には
すごくいい生活習慣だった。

（８）現地での学習内容・勉強についてお聞かせください。

（９）海外生活の中で気がついたことなどあればお聞かせください。

よく言われるが、本当に価値観が変わった。行く前は不安だらけでやっていけるか分からなかったけど、行ってあいま
えば生きていくしかないのでなんとかなった。
間違いなく留学で手に入れた経験や出会った人たちは自分の人生の中で財産になった。
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